
令和４年度　江戸川区立小岩第五中学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・読書を通じた探究的な学習の
実施・充実

読書ノートの活用
昼休みの開室(年１4０日)
学校図書館を活用した授業の充実
学校司書と連携した環境整備

年間貸出平均３冊以上
昼休み開室１００％
学校図書館を活用した授業各教科年２回

A B

○昼休み開室100％
○学校司書と連携した環境整備
○課題を設定し、課題を解決すべき本を選択
する調べ学習の実施
●学校図書館を活用した課題解決学習の充
実

A

図書室や職員室前廊下の図書コーナーのト
ピックスやテーマごとの展示がよい。

学校図書館を活用した授業を推進する。各教
科年３回ずつ必ず実施する。
学校図書館を活用した課題解決学習を推進
する。

「岩五リズム(生活・学習・運動)」
の構築

生活リズム・・・食育、睡眠時間・スマホ利用時
間
学習リズム・・・授業、放課後補習、家庭学習
運動リズム・・・運動週間・運動タイムの設定

スマホ利用時間１日２時間以内

B C

〇各分科会において、調査・分析・考察を行
い課題が明確化した。
●スマホ利用時間３時間以上の生徒が多くい
る。

A

教職員が研究に意欲的に取り組んでいる。 今年度の各分科会で調査結果・分析・考察を
受けて、課題解決のための方策を実施する。

・子供たちの健全育成に向けた
取組の強化

学校生活アンケート(年３回)
教育相談(年３回)
SCとの連携
SBSノートの活用

いじめ発生ゼロ
不登校発生率５％以下

A B

○ＳＢＳノートの活用
○ＳＣとの連携
○エンカレッジルームの活用
●ＳＮＳによる嫌がらせ発生
●不登校発生率８％

A

教育相談に力を入れており、いじめの未然防
止に努めている。
文化祭、65周年式典等を参観したが、通常級
と特別支援学級の交流と学校全体の雰囲気
の良さを感じることができた。

別室登校、放課後登校等を推進し、不登校
発生率を下げる。
エンカレッジルームの活用法を再検討する。

A

○お互いに協力し合ってチームワークよく働
いている。
○職員会月１回
●時間外勤務時間６０時間以上の教員が数
名いる

A

教員がチームワークよく働いているようであ
る。
先生方が生き生きと生徒と向き合っている。

特色ある教育
の展開

「学校における働き
方改革プラン」

「学校における働き方改革プラ
ン」に基づく取組の実施

会議の精選
一人一役の徹底による組織の活性化

時間外勤務時間月６０時間以内
職員会月１回

A

学校と家庭、
地域、関係機
関との連携強
化

キャリア教育の取組を保護者に積極的に伝え
ていく。

A

〇テーマ献立３０回
〇食育講話の実施

A

学校経営方針の柱として、全教育活動を通し
て食育がなされている。

生徒対象の食育講話と、教職員対象の校内
研修における講師による講話を実施する。

仕事量が増えた教員の仕事を、仕事量が
減った教員がフォローする等、チームで仕事
を進めていく。

食育の推進 ・学校給食を「生きた教材」とし
て活用した知育・徳育・体育の
基盤となる食育の推進

食育講演会の実施
食育テーマによる献立

食育講話１回
テーマ献立３０回

A

教育活動の改善・充実に向け
た学校関係者評価の実施・改
善

評価項目の見直し
否定的回答が多い項目に対する改善案の策
定

すべての項目において肯定的回答８０％以上

B B

○児相への連絡・報告・相談の強化
○スクールカウンセラー、特別支援教室専門
員、特別支援教室巡回教員との連携強化
○スクールソーシャルワーカーとの連携強化

A

関係諸機関と連携して、生徒の健全育成に
努めている。

キャリア教育の充実 ・自己の徳性や適性に合った
進路を選択することができる生
徒の育成

キャリアパスポートの充実
進路指導の充実
高校相談会の実施

進路指導の日１回
進路説明会年２回

A A

〇「進路指導の日」の取組(7月)
●保護者への広報

A

進路指導の日はＰＴＡと連携して、本校独自
の取組を実施している。

特別支援教育
の推進

共生社会の実現に
向けた教育の推進

・ユニバーサルデザインの視点
を取り入れた個に応じた指導の
充実
・エンカレッジルームの活用促
進
・副籍交流、交流及び共同学
習の充実

個別支援指導計画の作成
エンカレッジルームの多様な活用(特支専門
員との連携)
通常級と特別支援学級との共同学習、行事
における交流
近隣特別支援学校との副籍交流

〇学力向上を図る取組の充実
●都平均以上を達成していない
●思考力が伸びていない

B

関係諸機関との連携を継続し、生徒の健全育
成に努める。

〇評価項目の見直し
●肯定的回答８０％に達しない項目が８項目
(２０項目中)あった。

B

ホームページで学校の様子がよくわかる。本
校の良さを小学校の保護者に伝えてほしい。

保護者アンケートは一人一台端末でアンケー
ト機能を活用して実施し、回答率を上げる。

関係諸機関との連携
強化

生徒の健全育成をねらいとした
関係諸機関との連携

児童相談所との連携の強化
スクールソーシャルワーカー、スクールカウン
セラー、特別支援教室専門員、特別支援教
室巡回教員への相談

児相への連絡生徒１人に対して月１回

A A

学校関係者評価の
充実

本校の生徒は授業に真面目に取り組んでい
る。さらなる学力の向上を期待する。

通常級と特別支援学級との共同学習を５教科
以上徹底する。
個に応じた指導の充実を図る。

子供たちの健全育成

○月２回の校内特別支援委員会の充実
○校内ケース会議の実施(２件)
○鹿本学園との副籍交流
●通常級と特別支援学級との共同学習１教
科のみ

B

本校の特別支援教育はとても充実している。
個々への対応をさらに丁寧に行ってほしい。
小学校とも連携して進めてほしい。
保護者との話し合いの場を何度も設けて、
個々を伸ばす教育をしてほしい。

様々な取組の振り返りを確実に丁寧に行い、
学力向上の取組の成果と課題を明確にして、
学力を確実に伸ばしていく。

体力の向上 ・「運動意欲の向上」に向けた
取組の実施・改善

通常級と特別支援学級との共同学習５教科
以上、
すべての行事における交流
近隣特別支援学校との副籍交流毎月(学年だ
より)
校内特別支援委員会月２回

A B

○平均以上の項目が増えた
○レクリエーションや体力づくりを目指した部
活動を設置した(月１回)。
●持久走の結果が悪い
●運動意欲の向上は不十分である。

運動会を参観したが、本校の生徒は運動に
意欲的に取り組んでいる。体力向上の取組を
強化してほしい。

運動意欲と体力の向上を図る取組を具体的
に検討する。
岩五サーキットコースを活用方法を再検討す
る。B B B

いきいきと学ぶ
学校づくり

確かな学力の向上 ・７つの主な事業（取組）に対し
ての学校の組織的な対応によ
る取組の実施・充実

学力向上週間の実施
build-up timeの実施
放課後補習・長期休業中補習の充実
一人一台端末の活用の工夫
長期休業明け確認テストの実施

５教科都平均以上

A B

読書科の更なる充実

校内研究の充実

授業内での補助運動の実施
短縄検定の実施
岩五サーキットコースの活用
レクリエーションや体力づくりを目指した部活
動の設置

体力テスト都平均以上

学校教育目標

・健やかな人
・知性に富む人
・心豊かな人
・勤労を尊ぶ人

・どの子も育つ親しだい。どの子も育つ指導者しだい。どの子も育つ自分しだい。
・学校に誇りをもち、食知徳体の向上に努力する生徒。
・使命感と情熱をもって、職務を遂行する教師。

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞東京都情報教育研究校(2年目)として、「情報活用能力・情報モラル教育・プログラミング教育」を引き続き推進することができた。また、iPad全員配布に伴い、校内研修の研究主題を「iPadを活用した授業の工夫］とし、授業の工夫・
改善に取り組み、基礎学力の向上を図ることができた。
＜課題＞素直で真面目な生徒が多いが、自ら考え行動したり、主体的に学習や運動に取り組んだりすることができない生徒、スマホの利用時間が長い生徒も多くいる。そこで、校内研究の研究主題を「豊かな心と健やかな体の育成～岩五リ
ズム(生活・学習・運動)の主体的な学びを通して～」とし、生活リズムを基盤とした学力と体力の向上を目指す。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策


